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１．はじめに 

著者らは，以前から“美術（教育）における色彩の研究” [1]～

[9]をおこなっている．著者の一人である“姉川正紀”が，プログ

ラムの作成や，実験環境の構築を担当している．また，勤務

校において，多数の大学生を被験者に実験をおこなってい

る．もう一人の著者で，美術の教員である“姉川明子”が，実

際の美術科教育の現場において，研究結果の実践をおこなっ

ている．また，同様に勤務校において，多数の中学生を被験

者に実験をおこなっている．この様な協力体制により，理論

から実践までの幅広い領域をカバーすると共に，中学生～大

学生における多数の被験者を用いた実験環境を確保してい

る． 

最近は，絵本における色彩に関する研究をおこなっている

[10], [11]．文字が読めない乳幼児が，1人で絵本を読む（見る）時

は，絵のみを見ていると推測される．過去に大人から読み聞

かせてもらった絵本であれば，文章の内容を記憶している場

合もある．しかし，過去にその様な経験が無い場合，絵のみ

である程度内容を把握している可能性がある．絵の情報とし

ては，主に図形及び色彩の2つの要素がある．以前の我々の研

究では，色彩にのみ着目し，絵本の内容と色彩に関して，相

関の有無を調査した．この結果，絵本の内容と色彩に関して

は，ある程度の相関がある事が示唆された． 

本研究では，以前の研究をさらに発展させ，絵本の一連の

ストーリーの構成要素である各ページについて，カラー（オ

リジナルと同じ色彩）・グレースケール・線画（輪郭線）の3

種類を用い，多数の被験者による実験によって，被験者が受

ける印象の変化を調査する．この結果，“カラー→線画→グレ

ースケール”の順に，連想用語の好意的な値が高い事が判明し

た．これらの結果から，絵本から受ける印象は，色彩や明度

に影響される事が判明した． 

２．実験環境 

2.1. 実験に用いた絵本の概要 

乳幼児向けの絵本には，多くの作者・シリーズがある．本研

究では，その中でもページ数が一定であり，使用されている色

数も一定な，ディック・ブルーナ（Dick Bruna）のミッフィー

（邦題：うさこちゃん）の絵本を調査対象とした．図1に示す

ように，ミッフィーの絵本は，左ページに文章・右側のページ

に絵が描かれている．表紙や題目も含めると，全 31 ページで

あるが，実際の内容（文章）や絵は，各12ページずつである．

また，色数に関しては，背景色の白と輪郭線の黒を除くと，初

期の頃の絵本が赤・黄・緑・青の計4色，その後に茶・灰が追

加され計6色である（図2参照）[12], [13]．本研究では，絵のみが

描かれている1冊当たり12ページ分を調査対象とする． 

 

  

図1: ミッフィーの絵本の一例 

 

 

図2: ミッフィーの絵本で使用されている色の一例 
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2.2. 実験に用いた絵本の選定 

ディック・ブルーナのミッフィー（邦題：うさこちゃん）

の絵本は，1955年に最初の絵本が出版され，今年(2015年)で60

周年となる．現在までに，ミッフィーの絵本は33冊が出版さ

れている．原作者のディック・ブルーナは，2011年に高齢の

為，現役を引退したと2014年に報じされている（今後，ミッ

フィーの絵本が増える可能性は低い）． 

この様に，ミッフィーは50年以上の長期間シリーズ化され

ている．したがって，その間に作風（画風）が変化してい

る．そこで，本研究では，以前の研究でも採用した様に，比

較的初期の絵本5冊と，比較的最近の絵本5冊の計10冊を実験

対象の絵本とした．しかし，予備実験の結果より（3.1.参

照），10冊という絵本の数は多過ぎる事が判明した．したが

って，最終的な実験対象の絵本は，表1に示す6冊[14]～[19]とし

た． 

この6冊の選定にあたっては， 

・絵本の出版の時期（比較的初期と比較的最近等） 

・内容に偏りが無い（楽しいと悲しい内容等） 

等の点を考慮した．また，“ちいさなうさこちゃん”の第1版

は，現在のミッフィーの作風（画風）とは大きく異なる為，

第2版を用いた． 

表1: 実験に用いた絵本の一覧 

No. 絵本とその概要 出版年 

1 

ちいさなうさこちゃん 

概要：ミッフィーの1作目．天使がミッ

フィーの誕生を予言する．ミッフィーが
生まれて，動物たちがお祝いに来る． 

1963年 

(第2版) 

2 

ゆきのひのうさこちゃん 

概要：ミッフィーが雪の中で遊んでいる
と，寒さに凍えた小鳥を見つける．可愛

そうな小鳥の為に，小屋を作る． 

1963年 

3 

うさこちゃんのだいすきなおばあちゃん 

概要：おばあちゃんが亡くなり，葬儀に

参加する．おばあちゃんの好きだったお
花を墓前に植えてあげる． 

1996年 

4 

うさこちゃんのてがみ 

概要：ミッフィーがお友達とキャンプに
行って，楽しく遊んだ内容を自宅の両親

宛に手紙を書く． 

2003年 

5 

おかしのくにのうさこちゃん 

概要：ミッフィーが嫌いなおかゆを食べ

ながら，お菓子の国に行って，菓子の食
べ放題や好きな事を妄想する． 

2005年 

6 

うさこちゃんときゃらめる 

概要：ミッフィーがお店でキャラメルを
窃盗（万引き）する．その夜眠れず，翌

日反省してキャラメルを返しにいく． 

2008年 

※出版年は，オランダ語版（原著）の出版年 

 

2.3. 絵本のデジタル化・グレー化・線画化 

表1の絵本を分解し，1ページ毎に裁断する．その後，1ペー

ジ毎にイメージ・スキャナーで読み取り（400dpi），傾き補

正・トリミング（不必要な部分の削除）・雑音除去等・サイ

ズの正規化（2048×2048画素）をおこなう． 

最近の絵本では，カラー・フィルムを用いて色が設定され

ているので，塗りむら（タッチ）等が発生しない．しかし，

初期の絵本では，絵の具を用いて色が塗られているので，塗

りむら（タッチ）等で多くの色が発生する(図3参照)． 

また，過去の研究結果でも報告している様に，本来は同じ

色であるにもかかわらず，絵本の紙質やインクの状態によっ

て，多少色が異なり結果として多くの色が発生する．そこ

で，本研究では，ソフトウェアを用いて，自動的に16色程度

に減色した後に，人間が手動でカラー・テーブルの調整をお

こない，最終的に8色に減色をおこなった． 

この様にしてデジタル化された全ての絵本のページに対し， 

・グレースケール化 

・線画化（輪郭線抽出） 

をおこない，図4に示す3種類の画像を作成する． 

今回実験で使用する絵本は，表6冊であり，1冊は12ページ

の絵から構成されている為，6(冊)×12(ページ)×3(種類)=216枚

の画像から構成される．オリジナルの画像は，2048×2048画素

であるが，実験は後述するMoodle(E-Learningシステム)上でお

こなう為，表示や実験環境を考慮して，予備実験（3.1.参照）

の結果から，256×256画素に縮小表示をおこなっている． 

  

(a) 全体図              (b) 一部の拡大図 

図3: 塗りむら（タッチ）の発生している絵本の一例 

 

   

(a)カラー(オリジナル) (b)グレースケール (c)線画(輪郭線) 

図4: 今回の実験で用いる3種類の画像 

 

2.4. 絵本の内容の調査項目 

絵本の内容に関しては，当初以前の実験と同様に，表2に示

す5項目の相反する連想語に対して，1～5の数値で（5段階評

価）数値化をする事を予定していた．項目1～3は，主に人間

の基本的な感情に関する連想語であり，項目4・5は，社会

的・道徳的な，より高次の感情に関する連想語を調査項目と

した． 

しかし，予備実験（3.1.参照）の結果及び以前の研究結果か

ら， 

・調査項目が多く，実験が長時間になる 

※被験者の集中力が保てない 
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・項目1・2と4・5で差異が少ない（ほぼ同じ） 

※ミッフィーの絵本では，差異があまり見られない 

事が判明した．したがって，本研究では，表3に示す様に調査

項目を3つに削減した． 

表2: 当初予定（以前の実験で採用）していた連想語 

項目 5 ← 数値 → 1 

1 うれしい ⇔ かなしい 

2 たのしい ⇔ おこる 

3 かわいい ⇔ こわい 

4 つよい ⇔ よわい 

5 よい ⇔ わるい 

 

表3: 本研究で採用した連想語 

項目 5 ← 数値 → 1 

1 うれしい ⇔ かなしい 

2 かわいい ⇔ にくい(こわい) 

3 つよい ⇔ よわい 

 

2.5. Moodleを用いた実験環境の構築 

本研究では，客観的なデータを収集する為に，同時に100人

以上が実験に参加出来る環境が必要となる．また，可能な限

り実験を簡略化・自動化する為に，日常的に授業等で使用し

ているMoodle（オープンソースのE-Learningシステム）[20],[21]上

に実験環境を構築した． 

具体的には，Moodleのフィードバック（アンケート）機能

を用いた．また，実験の説明と練習（図5参照）環境も構築し

た．これにより，実験に対する理解度を向上させ，実験の精

度を向上させると共に，実験に対するサポートの軽減を図っ

た．実際の実験は，図6に示す様に1つの画像に対し，3つの連

想語に対して5段階で回答する．また，図7に示す様に，今回

の実験や色彩に関するアンケートも実施した． 

 

図5: Moodle上に構築した実験の説明と練習環境 

 

図6: Moodle上に構築した実際の実験環境 

 

 

図7: Moodle上に構築した実験と色彩に関するアンケート 

 

2.6. 実験で提示した絵本（画像）の順番 

本研究の実験は， 

・実験0: 実験の説明と練習（個人の統計データも含む） 

・実験1～6: 3つの異なる色彩に対する連想語の調査 

・実験7: 実験と色彩に関するアンケート 

から構成されている．また，実験1～6は，1つの実験が，カラ

ー（ページ: a）・グレースケール（ページ: b）・線画（輪郭

線）（ページ: c）の3ページから構成されている．ページ: a, b, 

c の各ページは区切られており，お互いに閲覧は出来ない様

になっている． 

同じ内容の絵本で，3つの異なる色彩（カラー・グレースケ

ール・線画）が連続して提示された場合，被験者が前の内容

を覚えていて，次の実験に影響を与える可能性がある．そこ

で，本実験では表4に示す様に，異なる内容の絵本がカラー・

グレースケール・線画（輪郭線）として出現する様な順番に

なっている．この工夫により，被験者が以前に実験をおこな

った絵本の内容が，次の実験に与える影響を最小限に抑える

事が可能である． 
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表4: 実験で提示した絵本（画像）の順番 

実験番号 0 1 2 3 4 5 6 7 

ﾍﾟｰｼ  ゙

a 説明 

・ 

練習 

1-C 2-C 3-C 4-C 5-C 6-C 

ｱﾝｹｰﾄ b 5-G 6-G 1-G 2-G 3-G 4-G 

c 3-M 4-M 5-M 6-M 1-M 2-M 

※”1-C”の数字は，表1における絵本の番号を示す． 

※”1-C”の英字は，C:カラー・G:グレースケール・M:線画を示す． 

 

３．実験の結果 

3.1. 予備実験の結果からの改善点 

本研究の実験に先立ち，少数の被験者（10人程度）で．予

備実験をおこなった．予備実験では，以前の研究結果を基

に， 

・絵本の冊数は，10冊 

・連想語は，5個（表2参照） 

・絵本の画像の解像度は，512×512画素 

・絵本は，内容枚にカラー・グレースケール・線画を提示 

等とした． 

予備実験の結果から， 

・実験時間が1時間程度と長時間になる 

・連想語の個数が多く，適切な回答が困難 

・絵本の画像が大きすぎて，見難い 

・同じ内容の絵本が提示されると，内容を覚えてしまう 

等の問題が発生する事が分かった．そこで，本実験では， 

・絵本の冊数は，6冊（表1参照） 

・連想語は，3個（表3参照） 

・絵本の画像の解像度は，256×256画素（図6参照） 

・絵本の提示順番を工夫し（表4参照），悪影響を防ぐ 

等の改善をおこなった． 

 

3.2. 本実験の被験者の概要 

今回の実験では，時間的な問題から，表5に示す様に被験者

は全員大学生（19～22歳）である．性別において，実験結果

に大きな相違は見られなかった．また，高校時代の芸術の選

択科目を調査したが，今回の実験結果との明確な相関は無か

った．したがって，今後の実験結果は，性別や高校時代の芸

術の選択科目とは無関係に，被験者全員のデータをまとめた

結果を提示する．また，被験者が“実験の説明・練習→実験→

実験のアンケート”に要した時間は，多くの被験者が35～40分

であり，平均して40分前後であった． 

表5: 本実験の被験者の概要 

年代 性別 人数(%) 高校時代の芸術 人数(%) 

大学生 

男性  24(18.6) 
美術 29(22.5) 

音楽 52(40.3) 

女性 105(81.4) 
書道 40(31.0) 

その他  8( 6.2) 

 129  129 

 

3.3. 実験結果の概要 

表6に，今回の実験結果である絵本No.5（おかしのくにのう

さこちゃん）の統計情報を示す．実際には，No.1～6の6冊に

対して，同様の統計処理をおこなった．この結果，ほぼ全て

の絵本・ページにおいて，標準偏差は1前後で安定しており，

多くの被験者が適切な実験をおこなっていると推測される．

また，表6に示す実験結果の統計情報から， 

・カラー→線画（輪郭線）→グレースケールの順に， 

全ての連想用語において，それらの値が低くなる傾向 

・線画（輪郭線）において，標準偏差（実験結果のばらつ

き）が低くなる傾向 

が見られた． 

これらの結果を考察すると， 

・連想用語の高い値（好意的）は，色彩と画像の明度に影

響されている可能性 

・線画（輪郭線）とグレースケールの画像の比較から，明

度が高いと，連想用語の値が高くなる（好意的）傾向 

・線画（輪郭線）は，明度の情報が少なくなる事から，標

準偏差（実験結果のばらつき）が低くなる傾向 

が推測される． 

表6: 絵本No.5における実験結果の概要 

 

 

3.4. “うれしい⇔かなしい”の実験結果の例（絵本No.5） 

本来であれば，全ての絵本に関して，詳細な実験結果を掲

載する必要がある．しかし，紙面の都合により本研究では，

代表的な実験結果が得られた絵本No.5（おかしのくにのうさ

こちゃん）についてのみ今後報告する． 

図8に示す様に，各ページの画像によって，“うれしい⇔か

なしい”の項目の値はかなり異なる．しかし，標準偏差（実験

結果のばらつき）は，各ページとも1前後であり，被験者が各

ページの画像から適切な実験をおこなっていると推測され

る．3.3で述べた様に，“カラー→線画→グレースケール”の順

に“うれしい⇔かなしい”の値が高くなっている． 

 

※color:カラー, gray:グレースケール, mono:線画(輪郭線)を示す． 

図8: 絵本No.4における“うれしい⇔かなしい”の結果 

ave. std. ave. std. ave. std. ave. std. ave. std. ave. std. ave. std. ave. std. ave. std.

01 3.03 1.19 3.55 1.10 2.83 0.78 2.23 1.05 2.76 1.01 2.33 0.97 2.54 1.09 3.25 1.27 2.42 0.97

02 2.69 1.14 3.32 1.18 2.85 0.86 2.16 0.93 2.57 1.10 2.53 1.02 2.39 1.07 3.09 1.24 2.47 1.03

03 3.57 0.96 3.51 0.97 2.94 0.81 2.88 0.98 3.00 1.02 2.70 0.88 3.14 1.14 2.98 1.09 2.55 0.87

04 3.85 1.04 3.98 1.04 2.95 0.83 3.18 1.18 3.43 1.14 2.69 0.85 3.53 1.19 3.79 1.00 2.62 0.83

05 3.53 1.15 3.73 1.03 2.98 0.85 2.93 1.10 3.12 1.09 2.70 0.97 3.46 1.15 3.43 1.25 2.75 0.88

06 3.54 1.31 3.64 1.35 3.13 0.97 2.73 1.38 2.78 1.29 2.74 1.08 2.76 1.52 3.12 1.36 2.75 1.20

07 3.43 1.22 3.44 1.25 3.02 0.97 2.86 1.26 2.95 1.24 2.66 1.07 3.27 1.22 3.52 1.21 2.78 1.07

08 1.90 1.21 2.54 1.23 2.39 1.08 1.90 1.03 2.33 1.17 2.33 1.09 1.82 1.04 2.47 1.27 2.08 1.11

09 2.85 0.91 3.20 1.08 2.86 0.88 2.62 0.94 2.84 1.11 2.74 1.03 2.95 0.91 3.31 1.03 2.73 0.89

10 3.07 1.14 3.43 1.12 3.05 0.84 2.62 1.00 2.81 1.09 2.68 0.89 2.77 1.18 2.92 1.23 2.81 1.02

11 2.71 1.09 3.30 1.00 2.72 0.92 2.32 0.99 2.84 1.05 2.51 0.94 2.45 1.11 3.30 0.99 2.48 0.97

12 2.98 1.22 3.50 1.13 2.68 0.89 2.64 1.22 2.98 1.12 2.56 0.93 3.01 1.33 3.31 1.11 2.64 1.04

ave. 3.10 1.13 3.43 1.12 2.87 0.89 2.59 1.09 2.87 1.12 2.60 0.98 2.84 1.16 3.21 1.17 2.59 0.99
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この値が高く画像間の差が大きい，ページ4を図9(a)に示

す．ページ5は，沢山の種類のケーキの場面である．グレース

ケールの場合，“ケーキが美味しくなさそう”等の意見が被験

者から得られた． 

また，この値が低く画像間の差が小さい，ページ8を図9(b)

に示す．ページ8は，ミッフィーが後ろを向いて，服をお菓子

（チョコレート）で汚している場面である．“ミッフィーの顔

が見えず，どんな場面かよく分からなかった”等の意見が被験

者から得られた．この事から，被験者は画像の色彩や明度だ

けでは無く，画像の図形から内容を適切に理解している事が

分かる． 

  

(a) 差異が大きい例(Page.4)  (b) 差異が小さい例(Page.8) 

図9: 差異の大きい／小さい画像（カラー）の例 

 

3.5. “かわいい⇔にくい”の実験結果の例（絵本No.5） 

図10に，“かわいい⇔にくい（おこる）”の結果を示す．3.4.

の“うれしい⇔かなしい”に比べると，各ページの値の差は大

きくない．これは，ミッフィーの絵本が全般的に，可愛いと

いう事が影響していると考えられる． 

この実験結果も標準偏差（実験結果のばらつき）は，各ペ

ージとも1前後であり，被験者が各ページの画像から適切な実

験をおこなっていると推測される．3.3で述べた様に，“カラー

→線画→グレースケール”の順に“かわいい⇔にくい（おこ

る）”の値が高くなっている．また，この“かわいい⇔にくい

（おこる）”の項目は，3.4.の“うれしい⇔かなしい”項目とある

程度相関している事が分かる．したがって，“うれしい”と“か

わいい”の感情がお互いに，ある程度相関していると推測され

る． 

 

※color:カラー, gray:グレースケール, mono:線画(輪郭線)を示す． 

図10: 絵本No.5における“かわいい⇔にくい（おこる）”の結果 

図11に，グレースケールと線画（輪郭線）の値に，差異が少

なかったページ3を示す．ページ3は，たくさんの種類のアイ

スクリームの場面である．グレースケールと線画（輪郭線）

の場合，“この場面が何の場面であるか分からなかった”等の

意見が被験者から得られた．したがって，画像の図形から内

容が明確ではない等の場合，グレースケールと線画（輪郭

線）における明度等の情報との相関が低い事が分かる． 

   

(a)カラー(オリジナル) (b)グレースケール (c)線画(輪郭線) 

図11: グレースケールと線画（輪郭線）で差異が少ない例 

 

3.6. “つよい⇔よわい”の実験結果の例（絵本No.5） 

図12に，“つよい⇔よわい”の結果を示す．3.4.の“うれしい⇔

かなしい”に比べると，各ページの値の差は大きくない．ま

た，全体的な値が3以下の場合が多い．これは，ミッフィーの

絵本が全般的に，可愛いので結果として“つよい”値が低くな

っていると考えられる． 

この実験結果も標準偏差（実験結果のばらつき）は，各ペ

ージとも1前後であり，被験者が各ページの画像から適切な実

験をおこなっていると推測される．3.3で述べた様に，“カラー

→線画→グレースケール”の順に“かわいい⇔にくい（おこ

る）”の値が高くなっている．しかし，3.4., 3.5.の結果に比べる

と，グレースケールと線画（輪郭線）の差異が小さくなって

いる．この事から，“つよい⇔よわい”は，明度の情報にほと

んど影響されていない事が分かる． 

 

※color:カラー, gray:グレースケール, mono:線画(輪郭線)を示す． 

図12: 絵本No.5における“つよい⇔よわい”の結果 

 

図13に，グレースケールと線画（輪郭線）の値に，差異が

少なかったページ6を示す．ページは，ミッフィーが空から降

ってくる飴玉に喜んでいる場面である．グレースケールと線

画（輪郭線）の場合，“この場面が何の場面であるかよく分か
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らなかったが，ミッフィーがしっかりしていた”等の意見が被

験者から得られた．この場合も図11と同様に，構図がしっか

りしていても，画像の図形から内容が明確ではない等の場

合，グレースケールと線画（輪郭線）における明度等の情報

との相関が低い事が分かる． 

   

(a)カラー(オリジナル) (b)グレースケール (c)線画(輪郭線) 

図13: グレースケールと線画（輪郭線）で差異が少ない例 

 

3.7. “うれしい⇔かなしい”の差異が大きい画像の例 

図14に，“うれしい⇔かなしい”の差異が負の方向に大きい

（カラー画像の値が高い）絵本No.2（ゆきのひのうさこちゃ

ん）のページ3を示す．カラー画像の値が3.29だったのに対し

て，グレースケール画像の値が2.32(-0.96)，線画（輪郭線）画

像の値が2.59(-0.70)となった． 

図14からも分かる様に，グレースケール画像では，カラー

画像の暖色系（オレンジ）や寒色系（ブルー）もほとんど同

じ明度となっている事が，値が低くなる原因と考えられる．

線画（輪郭線）画像では，これらの部分の明度が高くなって

いる為，値の低下が抑えられていると考えられる． 

   

(a)カラー(オリジナル) (b)グレースケール (c)線画(輪郭線) 

図14: “うれしい⇔かなしい”の差異が大きい例(絵本No.2) 

 

図15に，うれしい⇔かなしい”の差異が正の方向に大きい

（カラー画像の値が低い）絵本No.6（うさこちゃんときゃら

める）のページ7を示す．カラー画像の値が1.71だったのに対

して，グレースケール画像の値が1.87(+0.16)，線画（輪郭線）

画像の値が2.05(+0.33)となった． 

図15からも分かる様に，カラー画像の寒色系の色彩が，グ

レースケール画像では無くなり，値の上昇に繋がっていると

考えられる．また，線画（輪郭線）画像では，グレースケー

ル画像に比べて，明度が上昇している事が，値の上昇に繋が

っていると考えられる．絵本No.6のページ7は，ミッフィーが

キャラメルを窃盗（万引き）し，良心の呵責で眠れない夜を

過ごす場面である．当初，このストーリーの内容からこの様

な結果が得られたと推測していた．しかし，被験者の多く

は，“ミッフィーが窃盗（万引き）しているとは思わなかっ

た”等と回答している．したがって，ストーリーの内容から値

が変化したとは考え難い． 

   

(a)カラー(オリジナル) (b)グレースケール (c)線画(輪郭線) 

図15: “うれしい⇔かなしい”の差異が大きい例(絵本No.6) 

 

3.8. “かわいい⇔にくい（おこる）”の差異が大きい画像の例 

3.5.で述べた様に，“かわいい⇔にくい（おこる）”の項目

は，3.4.の“うれしい⇔かなしい”項目とある程度相関してい

る．したがって，“かわいい⇔にくい（おこる）”の差異が大

きい画像も，ほとんどが3.7.の画像と一致した． 

具体的には，図14に示す画像における“かわいい⇔にくい

（こわい）”の値は，カラー画像の値が3.96だったのに対し

て，グレースケール画像の値が2.72(-1.24)，線画（輪郭線）画

像の値が2.94(-1.02)となった．また，図15に示す画像における

“かわいい⇔にくい（こわい）”の値は，カラー画像の値が2.30

だったのに対して，グレースケール画像の値が2.43(0.12)，線

画（輪郭線）画像の値が2.91(0.61)となった． 

この結果からも，ミッフィーの絵本の様な内容が簡単な幼

児向けの場合，“うれしい⇔かなしい”と“かわいい⇔にくい

（おこる）”の感情はある程度相関している事が分かる．ま

た，今回の実験の過程で，“「かわいい」の反対語は，「かわ

いくない」が正しいのでは？”と多くの被験者から質問を受け

た．この事から，現在の大学生の認識では，“かわいい”の反

対語が“にくい（おこる）”というのは若干問題がある事が分

かった． 

 

3.9. “つよい⇔よわい”の差異が大きい画像の例 

図16に，“つよい⇔よわい”の差異が負の方向に大きい（カ

ラー画像の値が高い）絵本No.3（うさこちゃんのてがみ）の

ページ2を示す．3.6.で述べた様に，“つよい⇔よわい”の項目

は，他の“うれしい⇔かなしい”・“かわいい⇔にくい（こわ

い）”の項目に比べて，差異が少ない傾向にある． 

カラー画像の値が3.98だったのに対して，グレースケール画

像の値が3.38(-0.59)，線画（輪郭線）画像の値が3.21(-0.77)とな

った．グレースケール画像の値と，線画（輪郭線）画像の値

の差異が少ない．この結果からも，“つよい⇔よわい” は，明

度等の情報との相関が低い事が分かる 
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(a)カラー(オリジナル) (b)グレースケール (c)線画(輪郭線) 

図16: “つよい⇔よわい”の差異が大きい例(絵本No.3) 

 

図17に，“つよい⇔よわい”の差異が正の方向に大きい（カ

ラー画像の値が低い）絵本No.2（ゆきのひのうさこちゃん）

のページ7を示す．カラー画像の値が1.61だったのに対して，

グレースケール画像の値が1.64(+0.03)，線画（輪郭線）画像の

値が1.87(+0.26)となった．カラー画像とグレースケール画像の

値にほとんど差異がなかったのに対して，線画（輪郭線）画

像は値がかなり高くなっている（つよい方向）．この結果か

ら，寒色系の色彩や低い明度は，値を低くする傾向（よわい

方向）がある事が分かる． 

   

(a)カラー(オリジナル) (b)グレースケール (c)線画(輪郭線) 

図17: “つよい⇔よわい”の差異が大きい例(絵本No.2) 

 

3.10. 実験後の被験者アンケートの結果 

一連の実験終了後に，図7に示す様なアンケートを実施し

た．その結果，今回の実験に要した約40分という時間は，被

験者にとって長く，実験後半の集中力に問題が発生する事が

分かった．実験の内容や操作等に関しては，実際の授業で使

用しているMoodle(E-Learningシステム)を使用している為，ほ

とんどの被験者が問題無いと回答した． 

図18に，今回の実験において， 

・文章の無い絵本を見ましたが， 

内容はどの程度分かったと思いますか? 

という質問に対する回答を示す．図18より，半数以上の被験

者が，文章の無い絵のみからは内容の理解が難しいと回答し

ている．文章が少なく，内容が簡単なミッフィーの絵本でさ

え，被験者は一部の絵本の内容理解が困難だった事が推測さ

れる． 

 

図18: 絵のみによる絵本の内容理解(%) 

図19に，今回の実験において， 

・色彩の異なる(カラー・グレースケール・線画) 

同じ絵本を見ましたが，受ける印象は異なりましたか? 

という質問に対する回答を示す．図19より，90%以上の被験者

が，色彩の変化により印象が変化したと回答した．自由回答

では，“灰色や色がついていない絵は少し悲しく感じた”・“特

に灰色は怖さを感じた”等，グレースケールに対する感想が多

く見られた． 

 

図19: カラー・グレースケール・線画による印象の変化 

 

図20に，今回の実験において， 

・実験の後に色彩に関する興味は，どう変化しましたか? 

という質問に対する回答を示す．図20より，70%程度の被験者

が，色彩に関する興味が増したと回答した．自由回答では，

“もともと色彩に興味があるので、今回の実験は楽しく感じま

した”・“色も変化でまったく違うものに見えた”等，道の色彩

体験に関する好意的な感想が多く見られた． 

 

図20: 実験後の色彩に対する興味の変化(%) 

 

４．まとめ 

本研究の結果から，絵本から受ける印象は， 

・絵本の図形から受ける影響が大きい 

・色彩が変化すると，受ける印象も大きく変化する 

・カラー→線画（輪郭線）→グレースケールの順に，好意

的な印象となる 

・児童向けの簡単な内容の場合，“うれしい⇔かなしい”と

“かわいい⇔にくい（こわい）”の印象は高い相関 

・“かわいい”という印象は，意味・内容が変化している可

能性 

・“つよい⇔よわい”の印象は，他の項目に比べ，色彩や明

度からの影響が少ない 

等が判明した．特に，グレースケール画像の好意的な印象が

低く， 

・画像の明度と，好意的な印象が相関 

している可能性が示唆された． 
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５．今後の課題 

今回の実験により，以前の研究結果 [10], [11] の課題であっ

た， 

・ページ単位による色彩感情の変化の測定 

・多数の被験者を用いた，客観的なデータの測定 

という目標は，ほぼ達成したと考えている． 

今後の課題としては， 

・絵本の各ページのどの色彩の部分が，色彩感情に関係して

いるか？ 

等を調査し，より詳細且つ客観的な調査をおこなう必要があ

ると考えている．近年，ゲーム用のアイトラッキング（視線

計測）装置 [22] が安価に発売されている．これらの装置を活用

し，より詳細な色彩の実験を検討している． 
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